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いわゆる「健康食品」に対する意識調査（Ⅲ）
―人間ドック受診者における調査結果について―
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An Inquiry in Consciousness of So-called Health Foods（Ⅲ）
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　In this study, we investigated an inquiry of consciousness on so-called Health Foods
（H.F.）for 156 persons who received Ningen-Dock（Whole Body Health Check）.
　The results obtained were as follows.
１）�The percentage of persons who have a positive attitude toward H.F. were 56.8% in 

all subject. 
２）�Persons who have positive attitude toward H.F. considered H.F. as foods which 

have good effects on the human body.
３）�The informational resources on H.F were television and radio（62.2%）, news papers 

and magazine（47.4%）, family and friends（21.2%）, PR leaflets（19.9%）, and so on.
４）�The names of foods which were imagined as H.F. were royal jelly（48.7%）, kale 

aojiru（46.2%）, chlorella（45.5%）, DHA&EPA（22.4%）, vitamin drinks（10.9%）, 
health tea（10.3%）, and so on.

５）�The recognized purposes of H.F. were the maintenance and development of health
（57.9%）, recovery from fatigue（44.2%）, supply of nutrients（42.1%）, prevention of 
disease（16.8%）, beauty treatment and diets（6.3%）, and so on.

６）�The ratio of persons who use H.F. at present time were 27.7% in all subjects. The 
frequency of consumption of H.F. is everyday（48.4%）, irregularly（22.1%）, 3 ～ 4 
times a weeks（14.7%）.

７）�The positive expectations for H.F. were very high. 47.4% of persons thought HF 
were positively effective on the human body.
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Ⅰ　目的

　一般に健康食品と呼ばれるものについて
は、法律上の定義はなく、厚生労働省によ
れば、広く健康の保持・増進に資する食品
として販売・利用されるもの全般を指して
いるものとされている１）。
　そのうち、国の制度としては、国が定め
た安全性や有効性に関する基準等を満たし
た「保健機能食品制度」が策定されている２）。
　一方で、健康食品による健康障害等の発
生がこれまでに非常に多く報告されてい
る３），４）。当時の厚生省では、昭和63年11月、
生活衛生局長通知「健康食品の摂取量及び
摂取方法の表示に関する指針について」に
より、栄養成分を補給し、又は特別の保健
の用途に適するものとして販売の用に供す
る食品（食品として通常用いられている素
材からなり、かつ、通常の形態及び方法に
よって摂取されるものを除く。）による過
剰摂取障害等を防止するための表示に関す
る指針を示してきた５）。
　また、最近ではダイエット用健康食品に
よる健康被害防止に向けた対応要領が、厚
生労働省から各都道府県知事（政令市長，
特別区長）宛に出されている６）。
　そのほか、㈶日本健康・栄養食品協会
（Japan Health Food Authorization, 
JHFA）７），８）では2011年11月現在62品目の
健康補助食品について規格基準を設け自主
規制を行っており、今後も企業や消費者の
要望に沿って対象食品を増やしていくとし
ている９）。
　（独）国立健康・栄養研究所においても、そ
のホームページにおいて、最新ニュースとし
て数々の健康食品の安全性ならびに有効性情

報を掲載し、国民への啓発を行っている10）。
　しかし近年、国民の健康志向に対する意
識の高まりから、健康維持・増進のため健
康食品を利用する機会が増えてきており、
それらの過剰摂取や間違った利用法による
健康被害の発生増加が危惧されてきている。
　その為、厚生労働省、日本医師会、（独）
国立健康・栄養研究所では平成22年３月に
「健康食品による健康被害の未然防止と拡
大防止に向けて」を発行し、健康食品の問
題点や注意すべき点を提示することで健康
食品の利用に注意を呼びかけている11）。
　一般人や人間ドック受診者等を対象とし
た健康食品に関する意識調査は、すでにい
くつか報告されている12，13）。
　本研究では、既に市販されている健康食
品（口から摂取するもののうち、医薬品及
び医薬部外品以外のすべての食品）につい
て、人間ドッグを受診した29歳～72歳の
男女156人にアンケート方式による調査を
行った。この調査では、健康食品に対する
意識が実際の生活習慣や保健行動に反映さ
れているのかどうか、また、今回得られた
人間ドック受診者が持つ健康食品に対する
意識調査結果と、昨年度大学生438人に対
して実施した“健康食品に関する意識調査”
から得られた大学生が持つ健康食品に対す
る意識調査結果14）を比較・検討し、それ
ぞれの世代による、近年の社会情勢の中で
の健康食品に対する意識の違いや変化につ
いて明らかにすることを目的とした。なお、
昨年度の調査対象とした大学生438人のう
ち348人は、本学食品栄養学科の１年から
４年までの学生である。

Key  words：�So-called Healthy Foods，Consciousness， 
Persons received Ningen-Dock（Whole Body Health Check）
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Ⅱ　対象および方法

　対象者は、人間ドック検診機関で企業検
診を受診した29歳～72歳の男女156人であ
る。アンケート調査については、我々が作
成した健康食品に関する調査表（以下：調
査表とする）と検診機関が作成した問診票
（以下：問診票とする）との二通りの調査
を実施した。なお、調査表には「健康食品」
の定義を示さず、食品、またはサプリメン
トなどを限定するような内容の表現も示し
ていない。
　調査は、平成23年４月８日から４月16日
に実施した。
　調査表におけるアンケート項目は、表１
に示すように健康食品に対する意識、利用
実態、健康意識等11項目とした。参考のた
め用いた調査表を別添資料として添付する。

食品について知りたい情報』等に関しては
Χ2検定を用い行った。

Ⅲ　結果

Ａ　調査票から得られた結果

１．対象者の属性

１）結婚暦について（図Ⅰ－１）
　未婚が9.7％、既婚が90.3％であった。

２）家族構成について（図Ⅰ－２）
　一人暮らし11.6％、二人以上88.4％であっ
た。

２．健康食品に関する意識について

１）健康食品に対する関心度（図Ⅱ－１）
　健康食品に関心のある人（「大いに関心
がある」および「少し関心がある」と答え
た人の合計）は、全体で56.8％であった。
その内訳としては、最も多かった回答が「少
し関心がある」（46.5％）で、次に多かっ
たのが「どちらでもない」（16.8％）と「あ
まり関心がない」（16.8％）であった。

２）健康食品の情報の入手源（図Ⅱ－２）
　健康食品に関する情報の入手方法とし
て最も多かったのが、「テレビ・ラジオ」

（62.2％）であり、次に多かったのが「新聞・
雑誌」（47.4％）であった。なお、この質
問に関しては、別添資料の調査票に見られ
るように、複数回答可としているため、合
計値が100%を超えている。同様の結果は、
後述の図Ⅱ－３、４、５等にも見られている。

３）�健康食品について知りたい情報（図Ⅱ
－３）

　「利用効果」（59.6％，93人）と答えた人
が最も多く、次いで「安全性」（44.9％，

表 1　質問事項

　調査方法としては、標準化質問紙法によ
るアンケート調査を実施した。
　なお、クロス集計表の統計的な有意差判
定は、『健康食品に対する関心度』と『家
族構成』、『健康食品の利用状況』と『普段
の生活の中で歩行、掃除、荷物運びなど体
を動かすことを１日１時間以上実施してい
る』、『健康食品の利用状況』と『タバコを
吸いますか』等に関しては一元配置分散分
析を、『健康食品に対する関心度』、『健康
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70人）が多かった。

４）健康食品に対する認識（図Ⅱ－４）
　「健康の維持増進によい食品」（69.2％）
と認識している人が一番多かった。また、
「手軽に栄養補給ができると思われる」

（57.7％）と答えた人が二番目に多かった。
一方、「病気が治る食品」と認識している
人は全体の1.9％であり、非常に低いとい
う結果になった。

５）健康食品に対するイメージ（図Ⅱ－５）
　種類によって得られる結果に大きな差
がみられるものの、「ローヤルゼリー」
（48.7％，76人）を健康食品として選択す
る人が最も多く、次いで「青汁」（46.2％，
72人）、「クロレラ」（45.5%，71人）を選択
する人が多いという結果になった。一方、

「スポーツドリンク」（3.2％，５人）や「ま
むし」（2.6％，４人）などを選択する人の
割合は少なかった。
　なお、この図は前述のとおり、複数回答
の結果を各々表したものであるため、合計
値は100％を超えている。

３．健康食品の利用実態について

１）健康食品の利用実態（図Ⅲ－１）
　「過去に利用したことがある」（33.5％）
と回答した人が一番多かった。「現在利用
している」（27.7％）と回答した人と合わ
せると、全体の61.2％を占める結果となり、
現在・過去合わせて、過半数以上の人が健
康食品の利用経験があるといえる結果と
なった。また、「今後利用したい」と回答
した人が11.6％みられた。その反面、「利
用したことがなく、今後も利用しない」と
回答した人も25.8％みられた。

２）健康食品の利用理由（図Ⅲ－２）

　「健康の維持増進のため」（57.9％，55人）
と回答した人が最も多く、次いで「疲労回
復のため」（44.2％，42人）と回答した人
が多いという結果となった。また、これに
対して、「美容・ダイエットのため」（6.3％，
６人）や、「病気の治療のため」（1.1％，１人）
という回答をした人は少ないという結果に
なった。

３）健康食品の利用頻度（図Ⅲ－３）
　「ほとんど毎日」（48.4％）と回答した人
が最も多いという結果になった。また、「決
まってない」と回答した人も22.1％みられ
た。

４）健康食品の効果の期待度（図Ⅲ－４）
　「多少ある」（47.4％）と回答した人が最
も多いという結果になった。「かなりある
（あった）」（7.4％）と回答した人と合わ
せると、「効果がある（あった）」と回答
した人は全体の54.8％を占める結果となっ
た。一方、「あまりない・なかった」と回
答する人も31.6％みられた。

４．�健康状態の意識（自己評価）と保健行
動（自己管理）について

１）�健康意識（自己評価）について（図Ⅳ
－１）

　「まあまあ健康である」（38.1％）と回答
した人が最も多く、「普通である」（34.8%）
と「健康である」（16.1%）と回答した人と
合わせると、全体の89.0％を占めるという
結果になった。また、「あまり健康でない」
（8.4%）、「健康ではない」（2.6%）と自己
評価する人は合わせて11.0％であった。

２）�保健行動（自己管理）について（図Ⅳ
－２）

　「特に意識していない」（41.0％）と回答
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した人が多いという結果になった。次いで
「まあまあ行っている」（35.3％）と回答
した人が多いという結果になった。「行っ
ている」と回答した人は全体の7.1％であっ
た。また、「行っていない」と回答した人
も全体の5.1％みられた。

Ｂ　問診票から得られた結果

　表２に検診機関作成の問診表から得られ
た生活習慣の調査結果の概況を示す。
　その結果、「朝食を週４日以上とってい

る」人は約８割、「野菜や海藻類を多く取
るようにしている」人は６割みられ、食生
活に注意を払っている人は比較的多いとい
う結果が得られたが、「一回30分以上の運
動を、週２回で１年以上実施している」と
いう人は３割、「普段の生活の中で歩行、
掃除、荷物運びなどの体を動かすことを一
日１時間以上実施している」という人でも
４割に満たず、日常の運動を実施すること
は困難な人が多くいるという結果が得られ
た（表２，図Ⅴ－１）。
　また、喫煙に関しては図Ⅴ－２にも見ら

表２　人間ドッグ受診者の問診票の結果（概要）

図Ⅰ－１　結婚歴 図Ⅰ－２　現在の家族構成
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図Ⅱ－１　健康食品に対する関心度

図Ⅱ－２　�健康食品の情報の入手源（複数
回答）

図Ⅱ－３　�健康食品について知りたい情報
（人；複数回答）

図Ⅱ－４　�健康食品とはどのようなものだ
と思うか（３つ選択）

図Ⅱ－５　�健康食品だと思うもの（人；複
数回答）
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図Ⅲ－１　健康食品の利用歴、利用状況

図Ⅲ－２　�健康食品の利用の理由（Ⅲ－問
１で『現在利用している』また
は『過去に利用したことがある』
と回答した人のみ）（人；複数
回答）

図Ⅲ－３　�健康食品の利用頻度（Ⅲ－問１
で『現在利用している』または
『過去に利用したことがある』
と回答した人のみ）

図Ⅲ－４　�健康食品の効果の期待度（Ⅲ－
問１で『現在利用している』ま
たは『過去に利用したことがあ
る』と回答した人のみ）

図Ⅳ－１　回答者の健康状態の自己評価
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れるように、吸う人は38.5％と「平成20年
度国民健康・栄養調査」15）結果の36.8%と
ほぼ同様の結果を得ることができた。

Ⅳ．考察

　今回人間ドック受診者を対象として健康
食品に関する意識調査を実施した。その結
果、健康食品に関する意識調査での５つの

質問事項（別途資料）から、次のようなこ
とを明らかにすることができた。
　まず、『健康食品に対する関心度』につ
いて、調査票から得られた結果では、「少
し関心がある」（46.5％）が最も多く、「大
いに関心がある」（10.3%）と合わせると全
体の56.8%を占めるという結果になった。
　昨年大学生に実施した同様の調査結果
（以下：昨年の調査結果とする）と比較す
ると、健康食品に関心のある人（「大いに
関心がある」「少し関心がある」に該当す
る人）の割合が全体の77.6%であり、人間
ドック受診者に比べ、学生のほうが健康食
品に関心を寄せる人が多いという結果が得
られた（p ＜0.01）。我々の予想では、人間
ドック受診者のほうは年齢層が高く、健康
に対する意識が高いため、健康食品への関
心が高いのではないかと予想していたが、
予想と反する結果となった。この理由とし
て、人間ドック受診者は既婚男性の割合が
多く、家族の食事を用意する女性よりも栄
養バランスや食品の成分に関心を持ってい
る人が少ないためではないかと考えられる。
　また、『健康食品に対する関心度』と『家
族構成』の結果を比較した際に、一人暮ら
しをしている人の方が健康食品について関
心があるという結果が得られた（p＜0.05）。

　その理由としては、一人暮らしの人は、
食生活が不規則であり、また健康に関して
不安を持っており、健康食品に頼る傾向が
あるのではないかと考えられる。
　『健康食品の情報の入手源』について、
調査票では、健康食品の主な入手源とし
て最も多かったのが「テレビ・ラジオ」

（62.2％）である。次いで多かったのが、「新
聞・雑誌」（47.4％）であった。これらは、
我々にとって1番身近な情報源となるもの
であり、普及率も高いツールであることか
ら、このような結果になったと思われる。

図Ⅳ－２　回答者の自己健康管理

図Ⅴ－２　タバコを吸いますか

図Ⅴ－１　�普段の生活の中で歩行、掃除、
荷物運びなど体を動かすことを
１日 1時間以上実施している
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昨年の調査結果では、最も多かったのが「テ
レビ ･ ラジオ」（82.8%）、次いで多かった
のが「新聞・雑誌」（51.0%）という同様の
結果であった。
　一方、「販売店」から情報を入手すると
回答したのは、人間ドック受診者が7.1%と
なり、大学生における調査結果19.5%に比
べて少ない結果になった。このことはおそ
らく、大学生は薬局などの販売店に足を運
ぶ機会が多いからではないかと考えられる。
　『健康食品について知りたい情報』につ
いて、調査票から得られた結果では、「利
用効果」（59.6%）と回答した人が多いとい
う結果になった。次いで多かったのが、「安
全性」（44.9%）である。昨年の調査結果では、
最も多かったのが、「利用効果」（74.2％）、
次いで「安全性」（65.4％）となり、どち
らも「利用効果」と「安全性」について知
りたいという人が多いという結果になった。
　一方、「価格」について知りたいと回答
したのは、人間ドック受診者が19.9％とな
り、大学生における調査結果44.8%に比べ
て少ない結果になった。これらの結果から、
年齢に関係なく、健康食品について知りた
いと思う事は同じであるが、「価格」につ
いては、収入が限られている学生の方がよ
り意識していることが分かる。これは、学
生に対して、人間ドック受診者は使用でき
るお金の金額が多いと推測されるため、「価
格」について意識している人の割合が少な
くなったのではないかと考えられる。また、
「特になし」と回答したのは、人間ドック
受診者が22.4％、学生が2.1％となり、大き
な差が見られた（p ＜0.01）。これは、人間
ドック受診者の方が健康食品に対して関心
を持つ人が少なかったという先の得られた
結果とも関係していると考えられる。
　『健康食品に対する認識』について、調
査表から得られた結果では、「健康の維持
増進によい食品」（69.2％）と認識してい

る人が１番多かった。次いで、「手軽に栄
養補給ができると思われる」（57.7％）と
いう回答が多かった。反対に、「病気が治
る食品」と認識している人は全体の1.9％
であり、非常に低いという結果になった。
　昨年の調査結果と比較すると、最も多
かったのが「健康の維持増進によい食品」
（73.2％）、次いで多かったのが「手軽に
栄養補給ができると思われる」（63.0％）
という同様の結果であった。一方、調査表
から得られた結果では、「美容・ダイエッ
トに効果がある食品」は10.3％であり、昨
年の調査結果44.8％と比べて有意に少ない
結果になった（p ＜0.05）。また、調査表か
ら得られた結果では、「疲労回復」（29.5％）、
「病気の予防」（29.5％）となり、昨年の
調査結果「疲労回復」（20.8％）、「病気の
予防」（16.7％）と比較して、多いという
結果が見られた。
　これらの結果から、人間ドック受診者は、
学生に比べて「疲労回復」、「病気の予防」
について関心を持つ傾向が見られる。これ
は、対象者の年齢が関係していると考えら
れる。
　また、「美容・ダイエットに効果がある
食品」と回答した人の割合が、昨年の調査
結果と比べて少ない結果になったことにつ
いて、昨年は、本学の学生を対象としてい
るため、女性の割合が多かったことが関係
していることが予想される。
　『健康食品に関するイメージ』につい
て、調査表から得られた結果では、結果自
体にはばらつきが見られたものの、「ロー
ヤルゼリー」（48.7％）を健康食品として
選択する人が最も多く、次いで、「青汁」
（46.2％）、「クロレラ」（45.5%）を選択す
る人が多いという結果が得られた。これら
の健康食品は、テレビのコマーシャルや情
報番組で健康によいと紹介されているもの
であり、そのため健康食品であるというイ
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メージをもつ人が多いのではないかと考え
られる。
　逆に、「スポーツドリンク」（3.2％）、「すっ
ぽん」（3.9％）、「まむし」（2.6％）などを
選択する人の割合は少なかった。この結果
について、「スポーツドリンク」は健康食
品ではなく、飲料水として認知されている
ことがうかがえる。また、「すっぽん」、「ま
むし」については、他の食品に比べて手軽
に利用できないことが原因ではないかと考
えられる。
　『健康食品の利用状況』について、調査
表から得られた結果では、「過去に利用
したことがある」（33.5％）と回答した人
が最も多かった。「現在利用している人」
（27.7％）と回答した人と合わせると、全
体の61.2％を占める結果となり、現在・過
去合わせて、過半数以上の人が健康食品の
利用経験を持っていた。また、調査表から
得られた結果では、「現在利用している」
27.7%となり、昨年の調査結果「現在利用
している」13.3％と比較して多かった。こ
れは、年齢を重ねることにより、健康状態
に問題のある人が増えるためと考えられ
る。また、学生は別添資料Ⅱ－問３の『健
康食品についての知りたい情報』の選択結
果にも現れているように、価格を気にして
いる人が人間ドック受診者より多いことか
ら人間ドック受診者よりも健康食品を利用
している人が学生では少ないのではないか
ということも推察される。
　人間ドックの結果から、メタボリックシ
ンドロームの診断基準を満たしている人や
BMI が25以上の人のほうが、メタボリッ
クシンドロームの診断基準を満たしていな
い人や BMI が25以下の人よりも健康食品
を利用したことがある人が多いと予想して
いたが、今回の場合有意な差をみることが
できなかった。BMI に関しては、BMI が
25以下の人の方が、健康食品を利用してい

る人の割合が多いという結果になった。こ
れは、BMI が25以下の人は健康意識が高
く、普段から予防として健康食品の利用な
どにより、結果的に BMI が25以下の体重
を保っているからではないかと考えられる。
　また、調査表の『健康食品の利用状況』
と問診票の『普段の生活の中で歩行、掃除、
荷物運びなど体を動かすことを１日１時間
以上実施している』の結果を比較した際に、
普段から体を動かしていないと回答した人
は、今後も健康食品の利用予定がない人が
多く、その一方で、体を動かしていると回
答した人は、今後健康食品を利用したい人
が多いという結果が得られた（p ＜0.05）。
この理由としては、普段から体を動かして
いる人の方が、健康意識が高いためである
と推測される。さらに、調査表の『健康食
品の利用状況』と問診票の『タバコを吸い
ますか』を比較した際にタバコを吸うと回
答した人は、今後も健康食品の利用予定が
ない人が多く、その一方で、タバコを吸わ
ないと回答した人は、現在健康食品を利用
している人が多いという結果が得られた。

（p ＜0.01）この理由としては、タバコを吸っ
ていない人は健康に気を使っている人が多
く、健康食品も健康管理の一部としてとら
えている人が多いのではないかと考えられ
る。
　『健康食品の利用理由』について、調査
表から得られた結果では、「健康の維持増
進」（57.9％）「疲労回復のため」（44.2％）
と回答した人が多いという結果となった。
これに対して、「美容・ダイエットのた
め」（6.3％）と回答した人は少なかった。
昨年の調査結果では、「栄養補給のため」
（39.0％）と回答した人が最も多く、次い
で「美容・ダイエットのため」（38.0％）
と回答した人が多かった。この結果から、
学生は外見を意識して健康食品を利用する
人が多いが、年齢を重ねると共にその割合
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は減少し、健康を意識して利用する人が増
加すると推測される。また、調査表から
得られた結果では、「病気の治療のため」
（1.1％）や「体力増強のため」（7.4％）と
回答した人が少ないという結果になった。
このことから、健康食品に大幅な身体への
影響を期待する人よりも、普段の生活の中
に気軽に取り入れて、さらに体にとって少
しでもプラスになりそうなものを体内に摂
取することを目的として利用している人が
多いのではないかと考えられる。
　『健康食品の利用頻度』について、調査
表から得られた結果では、「ほとんど毎日」
（48.4％）と回答した人が最も多い結果に
なった。次いで多かった回答が「決まって
いない」（22.1％）であった。昨年の調査
結果では、「ほとんど毎日」（31.9％）と回
答した人が最も多かったが、人間ドック受
診者と比較すると、その割合は少ない。こ
の結果は、別添資料Ⅲ－問２の『健康食品
の利用理由』の選択結果との関連性もある
のではないかと考えられる。
　すなわち、学生は「栄養補給」、「美容ダ
イエット」のために使用しているので、一
時的であり、人間ドック受診者は、「健康
の維持増進」や「疲労回復」のために使用
している人が多いので、一時的ではなく日
常的に毎日使用する習慣がついていると考
えられる。
　『健康食品の効果の期待度』について、
調査表から得られた結果では、「多少ある」
（47.4％）と答えた人が最も多いという結
果になった。「かなりある（あった）」（7.4%）
と回答した人と合わせると、「効果がある
（あった）」と回答した人は全体の54.8%
を占める結果となった。それに対して、
「あまりない（なかった）」と回答した人
は31.6%であり、「はじめから効果を期待し
ていない」と回答した人は7.4%であった。
　一方で、昨年の調査結果では、「かなり

ある（あった）」もしくは「多少ある（あっ
た）」と回答した人が全体の43.6%であっ
た。「あまりない（なかった）」と回答した
人も24.9%いた。「はじめから効果を期待し
ていない」と回答した人は5.6%だった。ま
た、「その他」と回答した人が25.4％いた。
人間ドック受診者の5.3％よりはるかに多
かった。
　これらの結果を比較すると、人間ドック
受診者の方が健康食品の利用効果を実感し
ている人が多いということがいえる。この
結果は別添資料Ⅲ－問２の『健康食品の利
用理由』の選択結果との関連性もあるので
はないかと考えられる。すなわち、学生の
利用理由である「栄養補給」、「美容・ダイ
エット」は効果を実感しにくいのではない
かと推察される。一方、人間ドック受診者
の利用理由である「健康の維持増進」、「疲
労回復」は「栄養補給」、「美容・ダイエッ
ト」と比べると効果を実感しやすいのでは
ないかと考えられる。
　また、学生は人間ドック受診者と比較し
て普段から健康面に問題を抱える人が少な
く、そうした人が健康食品を利用しても健
康面に問題を抱えるような人すなわち人間
ドック受診者と同じ程度の利用効果を実感
するのは難しいのではないかということが
推察される。
　最後に、健康状態の意識（自己評価）と
保健行動（自己健康管理）に関する二つの
質問事項では次のようなことが考えられる。
　『健康意識（自己評価）』について、調査
表から得られた結果では、「まあまあ健康
である」（38.1％）と回答した人が最も多く、
「普通である」（34.8％）と「健康である」
（16.1%）と回答した人を合わせると全体
の89.0%を占めるという結果になった。ま
た、昨年の調査結果では、「普通である」
（35.9％）と回答した人が最も多く、「ま
あまあ健康である」と「健康である」と回
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答した人を合わせると全体の86.2%であっ
た。
　我々は、年齢層が高く、健康問題を抱え
やすい人間ドック受診者の方が、「普通で
ある」、「まあまあ健康である」、「健康であ
る」と自己評価する人の割合が、学生より
も少ないと予想していたが、両結果を比較
するとわずかではあるが、人間ドック受診
者の方が多いという予想に反する結果に
なった。これは、学生は、睡眠不足や便秘
であると自覚することにより、健康でない
と判断する傾向があるためではないかと考
えられる。一方、人間ドック受診者の場合
でも高血圧や糖尿病など、治療を必要とす
る疾患を有している割合が多いことから、
健康ではないと判断している例がみられる
からではないかと考えられる。
　『保健行動（自己管理）』について、調査
表から得られた結果では、「特に意識はし
ていない」（41.0％）と回答した人が最も
多いという結果になった。次いで「まあま
あ行っている」（35.3%）と回答した人が多
かった。また、「行っている」人と「まあ
まあ行っている」人を合わせると全体の
42.4%を占める結果となった。
　一方、昨年の調査結果では、「まあまあ
行っている」（46.1%）と回答した人が最も
多かった。次いで「特に意識はしていな
い」（36.5%）と回答した人が多かった。ま
た、「行っている」（6.5%）と回答した人と
「まあまあ行っている」（46.1%）と回答し
た人を合わせると全体の52.6％であり、人
間ドック受診者のほうが「特に意識はして
いない」と回答した人が多いという結果に
なった。
　これは、本研究のアンケート対象者が健
康意識の高さから自発的に人間ドックを受
診しているわけではなく、企業の健康診断
として、いわば強制的に受診している人が
多いためではないかと考えられる。また、

昨年の調査結果については、主に本学の食
品栄養学科の学生を対象としており、一般
の方と比較して健康に対する知識が高いこ
とが予想され、このことが健康意識の高さ
に繋がっているのではないかと考えられる。
　本研究では、人間ドック受診者の健康食
品に対する意識が、実際の生活習慣や保健
行動に反映されているのかどうかを知り、
昨年大学生に実施した同様の調査結果と比
較・検討をすることで、それぞれの世代に
よる、近年の社会情勢の中での健康食品に
対する意識の違いや変化について明らかに
することを目的とした。
　その結果、今回の研究から世代や年齢に
より、健康食品の利用目的や、利用経験、
利用頻度が異なるという結果が得られた。
これらの結果は、人間ドック受診者と学生
の健康食品の利用目的が異なることを示し
ている。つまり、学生は、「栄養補給」、「美
容ダイエット」のために使用しているので、
健康食品の利用が断続的であり効果を実感
しにくいことを示していた。一方、健康面
に問題を抱えやすい人間ドック受診者は、
「健康の維持増進」や「疲労回復」のため
に使用している人が多いため継続的に健康
食品を使用しており、また、効果も実感し
やすいということが明らかとなった。
　このような結果から、将来管理栄養士が
人間ドック等で受診者を指導する際、食事
量や栄養バランスだけでなく、健康食品を
含めた食品の摂取状況、健康食品に対する
意識を把握し、個々に合った指導や情報提
供を行っていく必要があることを示してい
る。
　ただ、本研究の今後の課題点としは、ア
ンケートの対象者が156名と少なかったこ
と、男女比が139：17であり、女性が少なかっ
たこと、健康食品の定義がはっきりと決め
られていないため、回答者にとって答えに
くい質問があったことなどが挙げられ、今
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後改善していくことが必要であると思われ
た。

Ⅴ　まとめ

　本研究では、既に市販されている健康食
品に対する意識が実際の生活習慣や保健行
動に反映されているのかどうか知ることを
目的とし、人間ドッグを受診した29歳～72
歳の男女156人に対し、「健康食品に関する
意識調査」をアンケート方式により行った。
　『健康食品に対する関心度』について、
調査票から得られた結果では、「少し関心
がある」、「大いに関心がある」と合わせる
と全体の56.8%を占めるという結果になっ
た。昨年の調査結果と比較すると、健康食
品に関心のある人の割合が全体の77.6%で
あり、人間ドック受診者に比べ、学生のほ
うが健康食品に関心を寄せる人が多いとい
う結果が得られた（p ＜0.01）。この理由と
して、人間ドック受診者は既婚男性の割合
が多く、家族の食事を用意する女性よりも
栄養バランスや食品の成分に関心を持って
いる人が少ないためではないかと考えられ
る。
　『家族構成』の結果を比較した際に、１
人暮らしをしている人の方が健康食品につ
いて関心があるという結果が得られた（p
＜0.05）。
　その理由としては、１人暮らしの人は、
食生活が不規則であり、また健康に関して
不安を持っており、健康食品に頼る傾向が
あるのではないかと考えられる。
　『健康食品について知りたい情報』につ
いて、「価格」について知りたいと回答し
たのは、人間ドック受診者が19.9％となり、
大学生における調査結果44.8%に比べて少
ない結果になった。これらの結果から、年
齢に関係なく、健康食品について知りたい
と思う事は同じであるが、「価格」につい
ては、収入が限られている学生の方がより

意識していることが分かる。
　また、調査票の『健康食品の利用状況』
と問診表の『普段の生活の中で歩行、掃除、
荷物運びなど体を動かすことを１日１時間
以上実施している』の結果を比較した際に、
普段から体を動かしていないと回答した人
は、今後も健康食品の利用予定がない人が
多く、その一方で、体を動かしていると回
答した人は、今後健康食品を利用したい人
が多いという結果が得られた　（p＜0.05）。
さらに、調査票の『健康食品の利用状況』
と問診表の『タバコを吸いますか』を比較
した際にタバコを吸うと回答した人は、今
後も健康食品の利用予定がない人が多く、
その一方で、タバコを吸わないと回答した
人は、現在健康食品を利用している人が多
いという結果が得られた（p ＜0.01）。この
理由としては、普段から体を動かしている
人や、タバコを吸っていない人は健康に気
を使っている人が多く、健康意識の高さが
普段の生活行動にも反映されていると推測
される。
　『健康食品の利用理由』について、調査
表から得られた結果では、「健康の維持増
進」（57.9％）「疲労回復のため」（44.2％）
と回答した人が多いという結果となった。
昨年の調査結果では、「栄養補給のため」
（39.0％）と回答した人が最も多く、次い
で「美容・ダイエットのため」（38.0％）
と回答した人が多かった。
　『健康食品の利用頻度』について、調査
表から得られた結果では、「ほとんど毎日」
（48.4％）と回答した人が最も多い結果に
なった。次いで多かった回答が「決まって
いない」（22.1％）であった。昨年の調査
結果では、「ほとんど毎日」（31.9％）と回
答した人が最も多かったが、人間ドック受
診者と比較すると、その割合は少ない。
　『健康食品の効果の期待度』について、
調査表から得られた結果では、「多少ある」
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（47.4％）と回答した人が最も多いという
結果になった。「かなりある（あった）」
（7.4%）と回答した人と合わせると、「効
果がある（あった）」と回答した人は全体
の54.8%を占める結果となった。それに対
して、「あまりない（なかった）」と回答し
た人は31.6%であり、「はじめから効果を期
待していない」と回答した人は7.4%であっ
た。
　一方で、昨年の調査結果では、「かなり
ある（あった）」もしくは「多少ある（あっ
た）」と回答した人が全体の43.6%であった。
「あまりない（なかった）」と回答した人
も24.9%いた。「はじめから効果を期待して
いない」と回答した人は5.6%だった。
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